古筆切拾塵抄・続(三) : 入札目録の写真から by 小島 孝之 & コジマ タカユキ
は
じ
め
に
　
前
稿
に
続
き
、
肥
前
島
原
平
戸
藩
松
浦
家
の
入
札
目
録
の
中
か
ら
前
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
昭
和
六
年
十
月
二
十
六
日
入
札
の
『
松
浦
伯
爵
家
蔵
品
入
札
』
と
昭
和
九
年
十
一
月
五
日
入
札
の
『
松
浦
伯
爵
家
並
某
家
蔵
器
展
観
入
札
』
の
二
冊
を
対
象
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
両
年
の
目
録
に
は
昭
和
二
年
度
の
入
札
に
出
品
さ
れ
た
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
二
年
の
入
札
で
は
目
標
額
に
届
か
ず
に
親
引
き
に
な
っ
た
品
が
多
か
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
入
札
史
を
考
え
る
上
で
は
な
か
な
か
面
白
い
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
古
筆
切
の
新
出
資
料
を
探
る
上
で
は
有
り
難
く
な
い
事
実
で
も
あ
る
。
　
前
回
ま
で
は
、『
古
筆
学
大
成
』
や
『
古
筆
切
資
料
集
成
』
に
す
で
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
翻
字
の
誤
植
も
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
翻
刻
本
文
を
掲
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
幾
人
か
の
方
か
ら
、
翻
刻
本
文
も
載
せ
て
い
な
い
と
判
り
づ
ら
い
と
い
う
ご
批
判
を
い
た
だ
い
た
。
掲
載
し
た
複
写
写
真
が
小
さ
す
ぎ
る
と
い
う
ご
指
摘
も
承
っ
た
。
今
回
は
そ
の
点
も
多
少
は
改
善
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
歌
に
付
し
た
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
『
私
家
集
大
成
』
の
歌
番
号
で
あ
る
。
墨
蹟
・
消
息
の
類
は
今
回
も
割
愛
す
る
。一　
昭
和
六
年
の
入
札
目
録
　
昭
和
六
年
十
月
二
十
六
日
に
入
札
が
行
わ
れ
た
『
松
浦
伯
爵
家
蔵
品
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古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
三
）
―
―
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
―
―　
　
　
　
　
 　
　
小　
島　
孝　
之
入
札
』
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
か
ら
見
て
い
こ
う
。
「
四　
実
朝　
中
の
院
切　
い
ま
は
た
だ
」
と
し
て
、「
中
院
切
」
の
大
き
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
昭
和
二
年
度
の
入
札
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、『
古
筆
学
大
成
』
八
巻
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
東
京
国
立
博
物
館
に
現
在
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
前
回
す
で
に
述
べ
た
。
以
下
、
前
回
触
れ
た
事
柄
は
省
略
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
「
七　
頼
政　
平
等
院
切
」
も
昭
和
二
年
度
に
既
出
。
「
八　
弘
法
大
師　
南
院
切
」
は
『
新
撰
類
林
抄
』
の
断
簡
で
あ
る
。
本
書
は
零
本
が
残
存
し
て
い
る
他
に
は
若
干
の
断
簡
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
、
村
田
正
博
・
栗
城
順
子
編
『

林
学
士
集
・
新
撰
類
林
抄　
本
文
と
索
引 
（
注
１
） 』
が
あ
り
、
零
本
の
四
十
首
と
断
簡
三
葉
四
首
の
翻
刻
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
本
断
簡
は
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
久
保
木
秀
夫
氏
の
「
伝
空
海
筆
南
院
切
『
新
撰
類
林
抄
』
断
簡 
（
注
２
） 」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
南
院
切
の
断
簡
が
博
捜
さ
れ
、
写
真
と
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
松
浦
家
の
目
録
の
写
真
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
ね
て
の
紹
介
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
「
九　
夢
窓
国
師　
多
賀
色
紙
」
五
言
絶
句
を
四
行
に
書
い
て
い
る
。
春
名
好
重
氏
の
『
古
筆
大
辞
典
』
に
は
、「『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
草
書
、
五
言
絶
句
、
金
銀
砂
子
」
と
見
え
て
い
る
。『
三
浦
色
紙
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
料
紙
は
楮
紙
、
縦
一
九
・
一
セ
ン
チ
、
横
一
六
セ
ン
チ
、
金
・
銀
の
砂
子
を
霞
に
撒
き
、
切
箔
・
野
毛
を
や
は
り
霞
に
置
い
て
い
る
。
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
押
さ
れ
て
い
る
『
三
浦
色
紙
』
は
五
言
絶
句
「
猛
獣
諸
居
側
、
禍
鳥
鳴
一
提
、
体
留
此
野
美
、
魂
為
何
処
帰
」
を
草
書
で
四
行
に
書
い
て
い
る
。
行
の
長
さ
は
一
七
セ
ン
チ
ば
か
り
で
、
行
間
は
広
く
あ
い
て
い
る
。
字
形
は
大
体
整
っ
て
い
て
、
巧
妙
に
書
い
て
い
る
。
筆
者
は
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
〜
一
三
五
一
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
夢
窓
疎
石
の
真
跡
と
は
認
め
が
た
い
。」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
『
見
ぬ
世
の
友
』
は
『
藻
塩
草
』
の
誤
り
で
あ
り
、
引
用
さ
れ
た
五
言
絶
句
も
『
藻
塩
草
』
中
の
も
の
。『
見
ぬ
世
の
友
』
に
は
「
多
賀
色
紙
」
も
「
三
浦
色
紙
」
も
貼
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
を
除
け
ば
、
右
記
の
説
明
は
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
ろ
う
。
田
中
塊
堂
編
の
『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』
に
も
、「
草
書
五
言
絶
句
金
銀
砂
子
」
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
ど
こ
に
あ
る
か
と
な
る
と
案
外
少
な
く
て
、
今
ま
で
に
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
、『
藻
塩
草
』
の
も
の
と
、
三
井
文
庫
蔵
『
筆
林
』
中
の
も
の
と
、
当
該
松
浦
家
旧
蔵
の
三
点
に
過
ぎ
な
い
。
『
筆
林
』
複
製
の
解
説
に
記
す
ご
と
く
、『
藻
塩
草
』
に
付
属
す
る
古
筆
了
伴
に
よ
る
筆
者
目
録
で
は
、
一
旦
「
多
賀
色
紙
」
と
書
い
た
上
30
で
、
こ
れ
を
塗
り
消
し
て
、「
三
浦
色
紙
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
こ
の
切
名
の
変
更
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
『
筆
林
』
に
は
、
古
筆
了
信
に
よ
る
目
録
が
付
属
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
三
浦
色
紙
、
多
賀
色
紙
」
と
両
方
を
書
い
て
い
る
。
五
言
絶
句
と
は
言
う
も
の
の
、
読
解
に
は
大
い
に
困
惑
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
は
図
版
の
み
掲
げ
、
然
る
べ
き
専
門
家
の
読
解
に
俟
ち
た
い
と
思
う
。（
図
１
）
「
一
○　
明
恵
上
人　
夢
記
」
は
絵
入
り
の
興
味
深
い
も
の
。「
竪
一
尺　
幅
一
尺
四
寸
九
分
」
と
あ
る
。
詳
細
は
専
門
家
に
任
せ
て
、
こ
れ
も
写
真
の
み
を
掲
出
し
て
お
き
た
い
。（
図
２
）
「
一
一　
家
隆　
歌
切
」
は
、「
伝
家
隆
筆
中
院
切
千
載
集
」
の
断
簡
で
、
昭
和
二
年
度
の
入
札
に
既
出
。
「
一
二　
西
行　
歌
切
十
八
首
」
は
、「
巻
子
本
曽
丹
集
」（
Ⅰ
三
○
五
〜
三
二
二
番
）
の
断
簡
で
、『
古
筆
学
大
成
』
に
図
版
と
釈
文
を
収
録
済
み
ゆ
え
割
愛
す
る
。
「
一
三　
定
家　
三
首
懐
紙
」
は
「
江
月
聞
雁
・
夜
風
似
雨
・
似
忍
増
恋
」
の
三
首
で
あ
る
が
、
同
じ
三
首
を
書
い
て
、
作
者
の
名
ま
で
書
い
た
も
の
が
同
様
に
他
の
入
札
目
録
に
出
て
い
る
。
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
は
、
昔
「
藤
原
定
家
の
詠
草
覚
書
」 
（
注
３
） と
い
う
拙
論
で
紹
介
し
た
が
、
そ
の
後
、
田
村
柳
壹
氏
が
詳
細
に
論
評
を
加
え
て
お
ら
れ
る 
（
注
４
） 。
田
村
氏
は
慎
重
に
結
論
を
控
え
て
お
ら
れ
る
が
、
私
は
田
村
氏
の
紹
介
し
た
他
の
二
葉
の
同
内
容
の
懐
紙
を
勘
案
し
て
、
当
松
浦
家
旧
蔵
懐
紙
は
、
田
村
氏
が
推
測
さ
れ
た
よ
う
に
模
写
で
あ
る
と
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
　
一
四
以
下
に
も
懐
紙
や
書
状
、
色
紙
、
短
冊
な
ど
が
多
数
続
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
省
略
す
る
。
「
六
七　
定
家　
宴
座
帖
」
な
る
小
冊
子
の
表
紙
と
見
開
き
写
真
が
あ
る
。
定
家
の
い
わ
ゆ
る
「
小
記
録
」
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
離
れ
た
も
の
の
内
に
、
世
間
で
「
定
家
筆
小
記
録
切
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
冊
子
が
今
も
現
存
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
詳
し
く
は
追
跡
し
て
い
な
い
。
写
真
だ
け
転
載
し
て
お
こ
う
。（
図
３
）
「
六
八　
為
家　
古
今
集
帖
」。
枡
形
の
小
本
ら
し
い
。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
現
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。（
図
４
）
「
六
九　
二
条
為
氏　
唐
鑑
／
二
条
為
秀　
桐
火
桶
」。
四
半
本
の
『
唐
鏡
』
と
枡
形
本
の
『
桐
火
桶
』
で
あ
る
。（
図
５
）
「
七
○　
良
経　
伊
勢
大
輔
集
」
四
半
本
ら
し
い
。『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
と
さ
れ
た
旧
桃
園
文
庫
蔵
で
現
在
東
海
大
学
図
書
館
蔵
の
伝
良
経
筆
『
伊
勢
大
輔
集
』
な
の
で
あ
ろ
う
。（
図
６
）
「
七
一　
寂
蓮　
仮
名
法
華
経
」。
春
名
好
重
『
古
筆
大
辞
典
』
に
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「
仮
名
法
華
経
（
寂
蓮
）」
と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
現
存
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。（
図
７
）
　
七
四
以
下
に
は
「
天
平
写
経
」
等
が
続
く
が
割
愛
す
る
。
「
七
八　
坊
門
局　
為
信
集
巻
」。
こ
れ
は
、
現
在
、
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
写
真
は
割
愛
す
る
。
　
七
九
、
八
○
と
、
松
花
堂
の
「
瀟
湘
八
景
詩
歌
」、
光
悦
の
「
詠
歌
大
概
」
が
あ
る
が
割
愛
す
る
。
以
上
が
昭
和
六
年
の
分
で
あ
る
。
二　
昭
和
九
年
の
入
札
目
録
　
次
に
昭
和
九
年
の
目
録
に
目
を
移
そ
う
。
初
め
の
う
ち
は
墨
蹟
が
続
く
が
す
べ
て
省
略
に
従
う
。
「
一
五　
佐
理　
和
歌
五
首　
お
ほ
そ
ら
に
」
と
あ
る
の
は
、
有
名
な
「
五
首
一
紙
」
の
こ
と
。
昭
和
九
年
の
こ
の
入
札
に
際
し
て
一
首
ず
つ
に
分
割
さ
れ
、「
蓬
莱
切
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
は
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
複
製
や
図
版
は
多
数
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
割
愛
す
る
。
「
一
六　
俊
頼　
色
紙　
山
た
か
み
」。
俊
頼
の
色
紙
と
い
え
ば
、
時
に
公
任
筆
と
も
極
め
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
大
色
紙
」
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
幾
種
類
も
の
色
紙
が
伝
俊
頼
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
断
簡
の
ツ
レ
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
他
に
存
在
を
知
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
筆
跡
も
通
常
「
俊
頼
」
と
さ
れ
る
も
の
と
あ
ま
り
似
て
も
い
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
研
究
上
の
意
義
が
あ
る
と
は
思
い
に
く
い
の
だ
が
、『
古
筆
切
資
料
集
成
』
に
も
翻
刻
が
あ
っ
て
、
他
と
混
同
さ
れ
て
も
い
け
な
い
の
で
、
図
版
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。（
図
８
）
「
一
七　
俊
成　
四
半
切
歌
切　
け
ふ
の
み
と
」。
い
わ
ゆ
る
「
伝
俊
成
筆
枡
形
本
古
今
集
切
」
で
あ
る
が
、
す
で
に
昭
和
二
年
の
松
浦
家
の
入
札
に
既
出
。
「
一
八　
家
隆
、
定
家　
本
能
寺
切　
い
そ
ち
か
き
」。
こ
れ
も
「
一
七
」
と
同
様
既
出
。
「
一
九　
良
経　
朗
詠
切　
お
ほ
そ
ら
の
」。
い
わ
ゆ
る
「
伝
良
経
筆
大
字
和
漢
朗
詠
集
切
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
右
と
同
じ
く
既
出
。
「
二
○　
定
家　
歌
切　
松
浦
山
」。
藤
原
定
家
の
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
の
草
稿
懐
紙
の
一
点
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
「
泊
瀬
山
」
の
懐
紙
と
、
個
人
蔵
手
鑑
「
筆
林
翆
露
」
所
収
の
「
宇
治
河
」
の
懐
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
に
は
、『
日
本
書
流
全
史 
下
』
に
尊
経
閣
所
蔵
手
鑑
「
野
辺
の
み
ど
り
」
所
収
の
「
武
蔵
野
」
の
一
枚
が
掲
載
さ
れ
る
の
み
で
、
本
懐
紙
は
図
版
の
紹
介
が
な
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
な
お
、
他
32
に
も
入
札
目
録
類
に
は
、「
春
日
野
」
や
「
難
波
」
の
懐
紙
が
あ
る
。
（
図
９
）
「
四
五　
古
筆
手
鑑
」
に
五
点
の
断
簡
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
右
頁
に
掲
げ
ら
れ
る
見
開
き
の
二
点
は
既
に
昭
和
二
年
の
目
録
に
既
出
。
た
だ
し
、
左
頁
に
掲
げ
ら
れ
る
見
開
き
の
三
点
は
昭
和
二
年
の
も
の
に
は
載
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
次
に
略
述
す
る
。
１
「
日
本
能
書
佐
理
卿
」
と
い
う
古
筆
別
家
の
印
の
あ
る
極
札
を
付
す
漢
字
一
行
。「
双
樹
煙
消
之
昏
」
と
あ
る
が
、
佐
理
は
単
な
る
極
め
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
ゆ
え
割
愛
す
る
。
２
「
藤
原
佐
理
卿　
て
る
ま
へ
に
」
と
い
う
古
筆
別
家
（
お
そ
ら
く
三
代
了
仲
か
）
の
極
札
を
持
つ
「
紙
撚
切
」『
道
済
集
』
の
断
簡
。
こ
れ
は
『
古
筆
学
大
成
』
が
、
こ
の
松
浦
家
の
入
札
目
録
か
ら
写
真
を
転
載
し
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。
３
「
権
大
納
言
行
成
卿
」
と
い
う
小
札
を
付
す
「
伝
寂
蓮
筆
胡
粉
地
切
」。
こ
れ
も
『
古
筆
学
大
成
』
が
当
該
目
録
か
ら
写
真
を
転
載
し
、
翻
刻
は
『
古
筆
切
資
料
集
成
』
に
も
あ
る
の
で
、
や
は
り
割
愛
す
る
。
「
四
六　
古
筆
手
鑑
」
は
、
色
紙
を
見
開
き
に
一
葉
ず
つ
貼
る
小
型
の
手
鑑
で
、
見
開
き
二
面
の
写
真
が
載
る
。
上
段
右
頁
の
も
の
は
、
「
後
醍
醐
天
皇
」
と
い
う
小
札
を
付
す
「
吉
野
切
」。
こ
れ
は
『
古
筆
  ．  ．  ．
切
資
料
集
成
』
に
翻
刻
が
あ
る
他
、
伊
井
春
樹
氏
の
論
考
に 
（
注
５
）も
あ
る
の
で
割
愛
す
る
。
上
段
左
頁
の
も
の
は
、「
後
京
極
良
経
公
」
と
い
う
小
札
を
付
す
色
紙
。
内
容
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
五
（
四
三
七
番
歌
）
の
散
し
書
き
。『
古
筆
切
資
料
集
成
』
に
翻
刻
は
あ
る
が
、
図
版
の
紹
介
は
な
い
。
こ
れ
と
類
似
の
『
新
古
今
』
を
散
し
書
き
に
し
た
色
紙
が
数
枚
、
入
札
目
録
類
に
あ
る
が
、ツ
レ
か
否
か
の
判
断
の
材
料
と
し
て
取
り
敢
え
ず
松
浦
家
の
も
の
を
掲
げ
て
お
く
。（
図　
）
10
　
下
段
の
写
真
は
昭
和
二
年
の
目
録
に
も
あ
り
、
前
稿
に
詳
述
し
た
の
　
で
割
愛
す
る
。
「
四
七　
古
筆
手
鑑
」。
上
段
に
見
開
き
３
葉
、
下
段
に
見
開
き
４
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
『
古
筆
学
大
成
』
は
そ
の
一
部
を
転
載
す
る
だ
け
で
あ
る
。
以
下
に
略
記
す
る
。
１
「
民
部
卿
局
」
と
い
う
極
札
（
二
代
朝
倉
茂
入
で
あ
ろ
う
か
）
を
付
す
『
狭
衣
物
語
』
の
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
に
掲
載
。
そ
の
後
、
大
垣
博
氏
蔵
と
し
て
、『
古
筆
へ
の
誘
い
』 
（
注
６
）に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
通
常
は
、
伝
二
条
為
明
筆
の
「
狭
衣
物
語
切
」
の
（
二
）
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
２
「
坊
門
局
」
の
極
札
（
五
代
了

あ
た
り
か
）
を
付
す
「
小
松
切
」。　『
拾
遺
抄
』
巻
三
の
一
一
六
〜
一
一
八
番
。
こ
れ
は
『
古
筆
切
資
料
集
成
』
が
取
り
上
げ
て
い
る
だ
け
で
、『
古
筆
学
大
成
』
は
触
  ．  ．
33 古筆切拾塵抄・続（三）――入札目録の写真から――
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
写
真
を
転
載
す
る
。（
図　
）。
翻
刻
は
左
11
の
通
り
。
　
　
こ
ゝ
に
た
に
ひ
か
り
さ
や
け
き
あ
き
の
月
く
も
の
う
へ
こ
そ
　
　
お
も
ひ
や
ら
る
れ
　
　
　
　
　
　
同
御
時　
　
　
　
　
　
　
　
躬
恒
　
　
い
つ
こ
に
か
こ
よ
ゐ
の
月
の
み
え
さ
ら
む
あ
か
ぬ
は
人
の
心
　
　
な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
屏
風
に　
　
　
　
　
　
　
　
平
兼
盛
　
　
よ
も
す
か
ら
み
て
を
あ
か
さ
む
あ
き
の
月
こ
よ
ゐ
は
　
　
そ
ら
に
雲
な
か
ら
な
む
３
「
三
条
院
女
蔵
人
小
大
君
」
の
極
札
（
二
代
朝
倉
茂
入
か
）
を
付
す
「
御
蔵
切
」『
元
真
集
』
一
三
五
〜
一
三
七
番
の
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
を
初
め
、
あ
ち
こ
ち
に
写
真
が
載
っ
て
い
る
か
ら
割
愛
す
る
。
４
「
行
成
卿
」
の
極
札
（「
養
心
」
印
。
神
田
氏
）
を
付
す
「
観
普
賢
経
」
の
断
簡
。
金
銀
を
一
面
に
撒
い
た
料
紙
に
金
界
罫
を
引
き
、
墨
書
し
た
経
切
。
伝
行
成
筆
の
経
切
に
同
筆
の
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
時
に
「
行
成
」
と
も
さ
れ
る
「
伝
道
風
筆
愛
知
切
」
に
似
て
  ．  ．
い
る
。
し
か
し
、「
愛
知
切
」
と
断
ず
る
の
も
難
し
い
。
と
り
あ
え
ず
写
真
の
転
載
の
み
掲
げ
て
お
く
。（
図　
）
12
５
「
中
納
言
定
頼
卿
」
の
極
札
（
五
代
了
音
か
）
を
付
す
「
烏
丸
切
後
撰
集
」
の
断
簡
で
、『
古
筆
学
大
成
』
に
所
収
。
よ
っ
て
割
愛
す
る
。
６
「
四
條
大
納
言
公
任
卿
」
の
極
札
（
末
田
幽
硯
）
を
付
す
「
仮
名
観
無
量
義
経
切
」。『
古
筆
手
鑑
大
成
』
に
当
該
写
真
の
転
載
が
あ
る
の
で
割
愛
す
る
。
７
「
藤
原
顕
輔
」
と
い
う
極
札
（
木
村
見
室
で
あ
ろ
う
）
を
付
す
「
鶉
切
」『
古
今
集
』
巻
一
七
の
八
九
五
〜
八
九
七
番
歌
の
断
簡
。
こ
れ
は
何
故
か
、『
古
筆
切
大
成
』
は
釈
文
の
み
を
載
せ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
写
真
を
転
載
す
る
。（
図　
）
翻
刻
は
後
掲
。
13
「
四
八　
伊
勢
物
語
帖　
後
柏
原
院
／
後
奈
良
院　
御
両
筆
」
と
あ
る
が
、
割
愛
す
る
。
「
五
三　
定
家　
記
録　
巻
物
」。
こ
れ
は
『
明
月
記
』
安
貞
元
年
八
月
か
ら
の
巻
物
で
、
現
在
、
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
　
五
四
以
下
に
「
大
江
山
絵
巻　
二
巻
」
等
が
あ
る
が
、
絵
巻
は
割
愛
す
る
。
　
以
上
で
、
松
浦
家
の
三
回
に
わ
た
る
入
札
目
録
の
う
ち
、
図
版
未
紹
介
の
古
筆
切
は
ほ
ぼ
提
供
で
き
た
と
思
う
。
  ．  ．  ．
34
（
注
１
）　
村
田
正
博
・
栗
城
順
子
編
『

林
学
士
集
・
新
撰
類
林
集　
本
文
と
索
引
』（
和
泉
書
院
。
平
成
四
年
二
月
）
（
注
２
）　
久
保
木
秀
夫
「
伝
空
海
筆
南
院
切
『
新
撰
類
林
抄
』
断
簡
」　
（『
奈
良
・
平
安
期
の
日
中
文
化
交
流
』
所
収
。
農
山
漁
村
文
化
協
会
。
平
成
一
三
年
九
月
）
（
注
３
）　
拙
稿
「
藤
原
定
家
の
詠
草
覚
書
」（『
実
践
国
文
学
』
第
一
七
号
、
昭
和
五
五
年
三
月
）
（
注
４
）　
田
村
柳
壹
「
定
家
の
懐
紙
三
種
に
つ
い
て
」（『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』
所
収
。
笠
間
書
院
。
平
成
一
○
年
一
一
月
。
初
出
は
昭
和
六
○
年
六
月
）
（
注
５
）　
伊
井
春
樹
「
伝
後
醍
醐
天
皇
筆
吉
野
切
考
―
堀
川
百
首
初
撰
本
と
し
て
の
性
格
―
」（『
語
文
』
第
四
七
輯
。
昭
和
六
一
年
四
月
）
（
注
６
）
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
筆
へ
の
誘
い
』（
三
弥
井
書
店
。
平
成
一
七
年
三
月
）
  
　
（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　
成
城
大
学
教
授
）
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41 古筆切拾塵抄・続（三）――入札目録の写真から――
図１３
翻
刻
は
次
の
通
り
。
　
お
い
ら
く
の
こ
む
と
し
り
せ
ハ
か
と
さ
し
て
な
し
と
こ
た
へ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
さ
ら
ま
し
を
　
　
　
　
こ
の
ミ
つ
の
哥
ハ
昔
有
け
る
み
た
り
の
お
き
な
の
　
　
　
　
よ
め
る
と
な
む
さ
か
さ
ま
に
と
し
も
ゆ
か
な
む
と
り
も
あ
へ
す
ゝ
く
る
よ
は
ひ
や
と
も
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
る
と
と
り
と
む
る
物
に
し
あ
ら
ね
ハ
年
月
を
あ
は
れ
あ
な
う
と
す
く
し
つ
る
哉
　
い
さ
さ
か
判
読
に
困
難
を
感
じ
る
部
分
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
が
、
写
真
を
モ
ニ
タ
ー
の
画
面
上
で
拡
大
し
て
解
読
し
え
た
と
考
え
て
い
る
。
